
様式１ 01-2 令和６年度　　山梨県立盲学校評価報告書（自己評価・学校関係者評価） 　

Ａ 4

Ｂ 3

Ｃ 2 あまりできていない。

Ｄ 1

番号 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 達成度 成果と次年度への課題・改善策 意見・要望等

授業の「手引き及び指導事例集～視覚障害教育
の専門性の向上と継承～」を生かした授業力の
向上

・手引きの活用状況

教科横断的で学部の枠を越えた学び合い活動の
充実

・教育課程の反省

キャリアパスポートによる自己理解、自己管理力
の向上

・キャリアパスポートの
作成及び活用状況

教育DXの推進とそれを生かした授業改善 ・活用能力調査
・実践事例の整理

視能訓練士、歩行訓練士等専門家の活用と個別
の教育支援計画、個別の指導計画への合理的配
慮等の反映、自立活動の充実

・個別懇談等の記録
・相談の記録

教員等育成指標に応じた研修の充実、専門性の
向上

・研修計画や研修履
歴の把握　還流報告

自然体験や社会体験等、体験による様々な感覚
を生かした外界認知

・教育課程の反省

学校間交流・地域交流での集団活動体験及び実
態に応じた共同学習の推進

・推進会議でのまとめ
・学校評価アンケート

自立活動の充実 ・個別の評価の分析
・事例研究

早期教育の充実及び担任支援による専門的対応
力の維持・向上

・相談評価アンケート
・弱視教育連絡協議
会記録

関係機関や専門家と繋がった継続性のある相談
支援体制の整備

・学校評価アンケート
・外部専門家指導記
録、連絡会議

情報発信及び社会的ニーズの把握 ・ブログやHP等広報
実績調査、学校評議
員の助言

留意点 （１）重点目標と評価項目については、各学校の現状と課題に基づき、実情に合わせて重点化し、設定する。
（２）学校関係者評価については、年度当初に今年度の重点目標の現状と具体的対策を説明し、評価に必要な情報提供を計画的に行う。学校関係者評価実施日とは、最終回の学校評価委員会等を開催し、学校自己評価を踏まえて評価を受けた日とする。

　学びの充実については、言語活動が充実
した。読書を推進する取組により、本に親し
む割合が増えた。今後、言語活動を介し、
丁寧な言葉により人権意識の高揚を図って
いきたい。体験学習は、ニーズに応じ学部
連携の成果として学部の垣根を越えて実施
することができた。今後も感染症に注意しな
がら、効果的な集団づくりを工夫していきた
い。進路指導については、他学部見学や体
験授業等でそれぞれの様子を体感できる
取組が実施できた。保護者研修会を関進協
の講演会と連動させることで進路への関心
を喚起することができた。

自己評価結果

3

・社会性の涵養、自主性の伸長を目
指す交流及び共同学習の充実
・社会の状況に対応し、適切に活動
する自己管理能力の育成

4

・視覚障害教育相談の推進

1

2

・障害特性に応じたICT機器を積極的
に活用した授業の改善
・障害特性に応じた、専門家を積極的
に活用した指導の実践
・教員の指導力向上の取組

・確かな学力を育てる指導の実践と
自ら学ぶ態度の育成
・将来を見据えたキャリア教育の充実
と進路の実現
　

　共同学習に重点を置いた交流を推進でき
た。オンラインでの交流も定着し、授業活用
への幅が広がった。他者視点を効果的に得
られるように交流の実施回数や期間につい
ても検討していきたい。地域交流について
は、ボランティア推進協会やシニアクラブと
協働する活動ができた。今後、継続的に地
域と繋がれるようコミュニティスクールを生
かしていきたい。体験学習としては、鉄道体
験やトラック体験など、日常経験できない取
組が設定できた。核となる体験を系統的に
実施できるように適宜行事の検討を行って
いきたい。

　幼児期等、早期の教育相談の充実によ
り、幼稚部や小学部への入学につながる
ケースが増えた。今後も選ばれる学校とな
るようこの取組を充実させていきたい。弱視
学級支援は、合同学習会など、コロナ禍以
前に近い参集の形態で実施ができ、参加者
の学び合いが深められた。普通科や理療
科への進学に係わる進路の情報も積極的
に発信していきたい。広報の取組としては
パブリシティ広報を有効に活用することで、
報道機関からの取材が例年以上にあり、学
校をピーアールできた。

　チームで教育相談を行い、事例をとおして研
修を深められた。全国視覚障害早期教育研究
会や、全日本盲学校教育研究会、視覚障害教
育発達研究会、日本弱視教育研究会におい
て、本校の教育相談の実践を発表し、全国の
視覚障害教育の研究活動の活性化や専門性
の向上に寄与した。情報発信については、甲斐
ひとみネット等により各関係機関との連携を深
めた。実習先に「見えにく人のためのサポート
ハンドブック」を配付したことで、視覚障害のあ
る対象者に合わせた支援をしていただくことが
できた。

　実態に応じiPadなどのICT機器を積極的に活
用して授業を行うことができた。幼児児童生徒
の実態に即してICT支援員に意見をもらいなが
らICT機器を活用した授業実践を行えた。外部
専門家の活用については、視能訓練士や歩行
訓練士の見立てを担任集団で共有し、指導実
践に役立てることができた。視能訓練士からの
助言を生かし、個々の視機能に応じたアセスメ
ント及び合理的配慮等の資料を作成することが
できている。職員研修については、視覚障害教
育に関する基礎研修を校内で計画的に行うこと
で、新赴任者の学びのみならず、経験のある教
員においても必要に応じ学び直しができた。

A

不十分である。(４割以上)

達成できなかった。（４割以下）

良くできている。

できている。

できていない。

評価

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

達
成
度

評価

年度末評価（令和７年１月２３日現在）

自己実現・社会的自立ができる力を養い、健康で心豊かな人間を育成する。 山梨県立盲学校校長　　　白倉　明美

学校関係者評価

実施日　（令和７年２月１９日）

ほぼ達成できた。（８割以上）

概ね達成できた。（６割以上）

本年度の重点目標

学校目標・経営方針

３　自立と社会参加に向けた取組の充実

１　連続性を重視した学びの充実

２　一人一人に応じた指導の充実

・学校間交流８１回、地域交流１２回という成果を高く評価したい。今後も
引き続き積極的に交流活動を行い、生徒たちの成長につなげていって欲
しい。
・交流及び共同学習を活発に行っており、充実していることが回数と内容
から窺えた。その点を高く評価した。体験学習では児童生徒の関心に沿っ
た内容を積極的に取り入れながらも、実生活での自立につなが安全教育
の浸透に努めていた。また、地域交流や体育的な取組でも大きな成果が
見られた。それに加え国内展や海外展での大学連携や作品交流等も成
果に含みたい。
・学校間交流が多いことが良い。今後も交流事業を大切にしていって欲し
い。
・特別支援学校は閉鎖的なイメージになりがちであるが、児童生徒の安全
を保ちながら、地域や他校との交流を活発にされていることが良い。盲学
校の児童生徒は皆、学校が大好きで、コミュニケーション力が高く感じる。
・幼少期から様々な対人交流があることで、障害のある者もない者も相互
理解ができるようになる。盲学校の実践でインクルーシブ教育が進んでい
ることを感じる。

・チームで教育相談を行い、研修を深められている点や報道機関と連携
し、情報発信に努めた点などを高く評価したい。今後も効果的な情報発信
に取り組まれることを期待する。
・専門教育を行う上で、チームで教育相談にあたる姿勢を大切にしてお
り、学内外での充実した実践を広く視覚支援教育の普及につなげ、各種
の研究会において発表を重ねている点を高く評価した。「見えにくい人へ
のサポートハンドブック」の普及促進の取組や報道を通しての学校のPRも
視覚障害教育界全体への理解啓発に広くつながっていた。特に、全国視
覚障害早期教育研究会での発表は盲学校の早期からの長年に及ぶ継続
的な取組を的確に伝えており、これは特筆すべきことである。
・相談ニーズが多岐で大変だと思うが、学校全体として取り組んでいって
欲しい。
・教育相談に関しては、毎回積極的に連携していただいており、ありがたく
感じる。今後も継続してお願いしたい。

・体験や交流をとして、自立に向けた教育活動が計画的に行われている
点を高く評価したい。
・弱視教育グループ作成の手引書等の共有により、グループ研究を深め
ながら教育の専門性の向上及び教科横断的な教育課程が為されていて
ることを高く評価する。学部の垣根を越えた体験学習は盲学校独自の取
組を反映させやすく、今後も積極的な取組に期待します。進学に関する丁
寧な取組や理療科との連携が進んでいることも評価している。
・いわゆる「学習」だけでなく、日常的な実践的な教育も多く、学校を卒業し
た後の社会的な関わりが意識されており、素晴らしいと思った。文字が書
ける、計算ができることも大切だが、人とうまく関わっていけるか、自立し
た生活がおくれるか、がより大切だと思う。

・ICT機器を活用した授業が積極的に行われている点を高く評価したい。
特に幼児期からタブレットを活用した授業が実践されていることに感銘を
受けた。
・ICT機器の積極的活用だけでなく、盲学校独自の機器活用の充実が高
評価の理由である。特に、網膜投影機を生かした授業は画期的である。
日頃の授業やセンター的機能において弱視児童生徒への授業場面での
活用において、公立施設や大学と連携して実施したことも評価に値する。
・ICTやDX等積極的に進めて欲しい。
・新しいデバイスは必ずしも児童生徒に良いものか、使いこなせるものか
どうかを慎重に検討しながらも、試みるということはとても良いことだと思
う。試みながらより良い状況で活用していくことが大切である。また、オンラ
イン交流も良い試みであると感じた。

本年度の重点目標

４　視覚障害教育相談の充実

4

4

4

4

A

A

　網膜投影機等、最新の視覚補助機器を授
業に活用することができた。効果的に補助
機器を活用できるように事例集をまとめて
いきたい。外部専門家については、研究で
作成した指導手引書も利用する中で効果
的に活用できた。これによりセスメントや歩
行指導等が充実した。教員の指導力向上
に関しては、視覚障がい教育研修会で基礎
を丁寧に確認することができた。研修を授
業に汎化するためにも、全員が直接の点字
指導場面に関われるようにしていきたい。

　弱視教育グループ作成の手引書を参考に授
業を行い、グループ研究の中で意見をもらうこ
とでそれを授業に生かすことができた。歩行指
導や点字指導も手引書により段階期に行うこと
ができた。適切な実態把握にも手引書が役
立った。学びの繋がりについては、各学部及び
学年間や各教科・科目間の連続性を意識した
授業が構成できており、専門基礎科目で得た
知識をもとにした専門科目の修得へと段階的
な積み上げができている。キャリアパスポート
の活用については、書式に写真を添付すること
で行事が振り返りやすくなり、自己評価に活用
できた。また、進路については、外部模試の結
果などを参考に、進路指導部と連携して、大学
進学に必要な進路指導を行うことができた。理
療科においては、検校祭や校外臨床実習での
取組を通して、専門的な知識と技術を主体的に
学習することができた。

A

　交流及び共同学習は、感染症対策をしながら
様々な形態（直接及びオンライン）で交流がで
き、学び合いや関わり合いによりその目的を達
成すことができた。体験学習では、避難訓練や
防犯教室等、様々な災害を想定した訓練を行
い、日常生活での危険の回避や災害時の対応
について安全教育を推進することができた。現
場実習やインターンシップの事前や事後学習に
おいては、社会に出た時の準備や対応などに
ついて指導することもできた。理療科では、特
別講座や施術所見学などを通して様々な観点
や価値観を学ぶことで、他者理解が進み、施術
者としてふさわしい態度や人間性を育てること
ができた。体育的な取組では、視覚障害スポー
ツを題材として採用することで、生涯スポーツに
繋がる取組を推進することができた。
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